
＜説明文書＞ 

 

平成 28年 10 月 1 日～11月 30 日及び平成 29年 3月 1日～4月 30 日に川崎医科大学附属病

院 4階北病棟にご入院された方へのお知らせ 

 

川崎医科大学・同附属病院倫理委員会の承諾を得て、救急領域における身体拘束フローチ

ャートの使用と評価、点滴・胃管のある患者の安全な治療の提供についての看護研究を行

います。対象となるのは平成 28 年 10 月 1 日～11 月 30 日及び平成 29 年 3 月 1 日～4 月 30

日に川崎医科大学附属病院 4階北病棟にご入院された方になります。 

本研究の概要は救急病棟ではせん妄となる患者が多く、身体拘束を行っていても点滴や胃

管の自己抜去発生率が高い現状にあります。身体拘束フローチャートを使用し、身体拘束

の使用・解除の判断を適切に行うことで、より安全な治療継続を目指します。 

本研究はインシデントレポートを使用し、治療介入を伴わない後方視的研究であり、個人

識別する情報は使用しません。 

 

研究の成果は学会や学術論文として発表予定ですが、個人が特定出来る情報を公表する事

はありません。 

研究をする為に必要な資金をスポンサー（製薬会社など）から提供してもらう事により、

その結果の判断に利害が発生し、結果の判断にひずみが起こりかねない状態を利益相反と

いいます。この研究結果では研究者負担で行う為、このような利益相反の状態にはなりま

せん。 

本研究に関する質問等ありましたら、下記の連絡先までお問い合わせ下さい。また、ご希

望があれば本研究の支障のない範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することができ

ますのでお申し出ください。 

 

 

＜連絡先＞ 

〒701-0192 

岡山県倉敷市松島 577 

川崎医科大学附属病院 4階北病棟 

TEL 086-462-1111（内線 24840） 

研究代表者：伴 千絢 


